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10月

2次元コードを読み取ると、情報センターブログ

の「10月の講座予定」ページに飛びます。

印刷もできますので、ご活用ください♪

きたかみまちづくりコラボアワードとは？

「解決したい課題」や「実現したい企画」のため

に、企業や市民活動団体、地域など異なる立場

の人たちがそれぞれの能力を持ち寄り、課題

解決やビジョンの実現に向けて取り組んだ活

動を表彰します。

9月2日（月）1回目「私の力の活かし方を学ぼう」

株式会社Wakeyの高橋和氣様をお招きし、こ

れからの時代のコミュニティのあり方などお話

いただきました。

後半は、ワークを通じて、参加者同士の新しいつ

ながりがうまれました。

9月24日（火）2回目「身近な人の話を聞こう」

会話をしながら、参加者同士で北上をどんな街

にしたいか、想いを共有しました。

「コラボアワード」を知る２つのプログラム

①基調講演「応援しあえるまちを考えよう」

講師 成宮崇史さん

認定NPO法人底上げ 理事

高森えりかさん

(有)髙森畳工店取締役

②コラボアワードの紹介＆エントリーのポイント

エントリー方法やより応援をもらうための

ポイントを紹介します。

開催日時

１０月29日（火）１４時～15時45分

会 場

北上市生涯学習センター 第1学習室

スタートミーティングのお申し込みは

北上市市民活動情報センター

（受託者/いわてNPO-NETサポート）

✆ 0197-61-5035
npo@npo2000.net

つながりをつくろう・深めよう！

「交流会」を開催します𐀪𐁑
日時：10/15(火)・11/18（月）・12/16（月）

いずれも18時～19時30分

会場：hoKko もぐもぐテーブル

おとなゼミにご興味がある方どなたでも参加できます。



稲瀬地区×専大北上高 「コメプロ」

食と農の持続可能性を考える

地域の活動

稲瀬地区の持続可能な米づくりプロジェクト

マーケティングの視点から
稲瀬の米を「知ってもらう」「売る」

学校法人北上学園と北上市が結ぶ連携協

定に基づき、地域を高校生の学びの場にす

る取り組みが今年度から始まりました。

その第1弾が、稲瀬地区と専修大学北上

高校による「稲瀬地区の持続可能な米づく

りプロジェクト」（通称：コメプロ）。

普通科アクティブラーニングコース情報

ビジネス専攻3年生は、年間を通じてコメ

プロに取組み、マーケティングの視点から

持続可能性に向けた稲瀬地区への提案に

つなげます。

地域をフィールドにした学びと並行して、生

徒たちは、「知ってもらう」「売る」ためのしく

みや戦略を考えています。

8月28日は「コメプロ調理実習」を実施。稲

瀬産の「銀河のしずく」の美味しさを伝えよう

と検討を重ねてきたメニュー、焼きおにぎり

とごはんの焼き団子を調理しました。

稲瀬地区の米生産者である千葉さんが調理

実習の講師となり、生徒のアイディアを広げ、

より良いレシピになるよう、活動を後押ししま

した。

稲瀬町自治協議会の高橋事務局長は「地域

が一体となってコメプロに取組んでいる。米

づくりは手数がかかるもの。消費者のもとに

届くまで、生産者のたくさんの手間と想いが

こもっていることを知ってもらい、学びにつ

なげてほしい」と語っていました。

9月11日、秋晴れの空のもと、生徒22名は

稲瀬地区交流センター近隣の圃場で、コンバ

インでの稲刈り、トラックへの排出作業を体

験・見学しました。

体験を受け入れたのは、1万平米の圃場で

「銀河のしずく」を栽培する及川さん。

どんな環境の中で米づくりをしているか、

栽培の工夫や想いを丁寧に伝えていました。

コメプロが始まった4月、地域の方々ととも

に稲瀬産の「銀河のしずく」のおにぎりを食べ

た生徒たち。

お米をいただき、種まき・田植え・防除・稲刈

りと実際に米づくりを体感することで、食と

農の持続可能性を自分事として捉え、考える

機会を重ねてきました。

10月５日（土）に開催される専大北上高

の学園祭の食店にて、コメプロから生まれ

たメニュー2品が販売されます。

また、生徒によるこれまでの取り組みの

成果発表があります。

11月上旬に開催される専北マルシェで

は、稲瀬産「銀河のしずく」の新米が販売さ

れます。

コメプロの今後が楽しみですね！



企
業

企業紹介

サタケ東北㈱さんは主に小中学生を対象に、

食育プログラム「お米の学校」を実施してい

ます。

夏休み中の小学生の工場見学の様子をご紹

介します。

食育プログラム「お米の学校」

サタケ東北㈱
総務部 総務課 千田 淳文さん

サタケ東北株式会社

企業情報

社 名：サタケ東北株式会社

本 社：北上市川岸1丁目16番1号

業 種：穀類調製加工機械製造

高い技術力を伝える
「工場見学」

お米の学校を通じて、食の大切さを伝えていきたいと思います。

サタケのお米の加工技術は日々アップデートしています。

たくさんの小中学生に参加していただき、食の大切さと世界

トップレベルの高い技術力を発信していきたいです。

お米の栽培から食卓に上るまでの流れ、お

米に関する知識を学習しました。動画やクイズ

を交えながら、楽しく学びを深めました。

二人一組になって、手のひらサイズの籾すり

機を使って籾すり体験をしました。籾すりの後

は、自分の手で一粒ずつ籾から玄米に加工。

卓上精米機で白米とぬかに分別する工程で

は、みんな興味津々な様子で見守っていまし

た。自分で手をかけたからこそ、お米に愛着が

わきます。

一度炊飯したお米を乾燥させたアルファ化

米「マジックライス」。スプーンがついていて簡

単に食べられることから、震災支援物資とし

て届けられたと説明があり、児童らは真剣に

聞いていました。

籾摺機と乾燥機の生産を見学。米の胴割れ

を防ぐための「テンパリング乾燥方式」は、サ

タケが世界で初めて実用化したものという説

明がありました。自分たちに身近な工場から、

世界初が誕生したことに、顔を見合わせ驚く

児童の姿がありました。

食の大切さが伝わる
「お米の学習・籾すり体験」

広島本社
㈱サタケ

サタケ東北
WEBサイト



一緒にやってみませんか

助成金情報はブログで随時更新

赤い羽根共同募金
令和7年度福祉のまちづくり支援事業

対象活動

地域の福祉向上を目的に活動している県内の

ボランティア団体・NPO、町内会・自治会等の

任意の住民グループが対象です。

･高齢者､障がい児･者､幼児･児童､その他住民

を対象に行う地域での福祉活動に直接使用す

る機器･用具､備品の購入経費

･地域で福祉活動を行う団体の活動拠点の立

ち上げに必要な機器等の購入経費

助成金額

1事業あたり 1万円～20万円まで

実施
岩手県共同募金会
応募期間

令和6年10月15日（火）～12月13日（金）

ＣＯ･ＯＰ共済 地域ささえあい助成
「協働はじめる助成」「協働ひろめる助成」

対象活動

地域共生社会の実現に向け、生協と生協以外

の多様な団体が協働して取り組む活動

①社会課題や地域課題の解決に向けた、地域

における活動

②くらしに身近な課題やまだ広く知られてい

ない課題の解決に向けた、地域における活動

③人と人や組織と組織をつなげ、取り組みを

発展させていくための活動

助成金額（上限）

はじめる助成…1つの活動について50万円

ひろめる助成…１つの活動について100万円

実施

日本コープ共済生活協同組合連合会

応募期限

令和6年１１月１５日（金）

おもちゃの修理のお手伝い

パソコン教室での生徒のサポート

発達障がい・不登校のお子さんなどが通う「ゆっ

くり学ぼう！パソコン教室」では、パソコン操作を

する生徒のサポート、休憩中などの話し相手ボラ

ンティアを募集しています。

日 時 土曜日（月1回）

一部17：15～18：15 二部18：20～19：20

※会場の状況により、変更の場合あり。

保護猫たちの里親会

一緒におもちゃの修理をしてくれるサポート会
員を募集しています。ご興味のある方は活動
日におこしください。見学もできます。

10・11月の活動日
10月5日（土）19日（土）
11月2日（土）16日（土）30日（土）
時 間
１３時30分～15時30分
場 所
北上市生涯学習センター 第2学習室

お問い合わせ

おもちゃの修理屋さん北上市

omocha2023@gmail.com

保護猫たちの里親さんを探しています。
フード等の寄付も開催日にお持ちください。

日 時
①10月13日（日）11～14時
場 所  
『さらきの里 ふれあいセンター』向かい
（詳しい地図は2次元コードから、里親会のチ
ラシをご覧ください）

日 時
②10月20日（日）11～14時
場 所
03cafe
（北上市和賀町岩崎新田2-43-5）

お問い合わせ

北のしっぽ   north.tails@gmail.com

場 所

北上市生涯学習センター3階「情報学習室」

その他

各種パソコン検定3級程度のスキルがある方

お問い合わせ

NPO法人 未来の扉

tobira@aioros.ocn.ne.jp
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